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2015年12月5日、ハノイとハイフォンを結ぶ高速道路が全線開通し、これまで国道5号線を通って3時間以上掛かっていたハノイ－
ハイフォン間が大幅に短縮（約1時間）されることになりました。

近年、外資系企業の進出が相次ぐハイフォン市は、ラックフェン国際港やカットビ国際空港の建設など、ベトナム北部と世界を結
ぶゲートウェイとして急速にインフラ整備が進められています。今回はそんなハイフォン市のディンブー工業団地（DVIZ）について
ご紹介します。

現地調達を目指す日系企業を応援

取引を拡大したいベトナム企業を応援
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History Traveler: 黎朝 4  ◎JX日鉱日石エネルギー：潤滑油の製造

 ◎IHI：鋼構造物の製造
 ◎玉田工業：地下埋蔵式タンク等の製造
 ◎郵船ロジスティクス：ロジスティクス事業
 ◎日本通運：ロジスティクス事業

◆ 概要
ディンブー工業団地（DVIZ）は、ディンブー・カットハイ経済特区の
中にあり、Dinh Vu Industrial Zone Joint Stock Company
が開発・運営管理を行っています。

ハイフォン市は、外資系企業の誘致を積極的に行っており、優遇税
制、充実したインフラ、優秀な人材、簡便な港湾へのアクセスなど
により、日系企業を中心とした外資系企業の進出が増えています。
ディンブー工業団地は、ハイフォン港（その中のディンブー港）に隣
接しているため、コンテナ、一般貨物の積み下ろしが容易であり、
またパイプラインの利用も可能なことから、石油化学分野、重工業
分野を中心としてこれまでに55社以上が入居しており、そのうち
日系企業が13社と外資系企業の中では最多数を占めています。
入居する企業の業種は、主に石油化学工業、鉄鋼加工業、造船業、
機械・重機製造などが目立っています。

主に入居する日系企業は以下のとおりです。
 ◎ブリヂストン：乗用車用ラジアルタイヤの製造
 ◎出光ルブベトナム：潤滑油の製造
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システムは近代的な設備を導入しています。消火用水は、地下
に埋設したHDPEパイプを通じて、150mおきに設置された
消火栓に繋がっており、緊急時には速やかに消火ができるよう
な設備が整えられています。

◆優遇税制
ディンブー工業団地は、経済特区にあり、以下のような優遇税
制を投資規模などの制限なく無条件で自動的に受けられます。

1、法人税：
・最初の15年間は10％に減税されます。それ以後は法定税率
が適用されます（2016年からは20％）。
・最初の利益を得た年から4年間は100%免税。それ以降9年
間は優遇税率の50%減税となります。
・もし利益が出なかった場合は、最大3年間まで優遇税制の開
始を延期をすることが出来ます。
点があると感じられました。

2、個人所得税：全従業員（外国人を含む）に対して法定税率の50
％を適用。

◆ハイフォン港（ディンブー港）
ディンブー工業団地の最も特徴的なのがディンブー港に直結して
いる点です。ディンブー港は、130haの敷地に20,000DWTま
での船舶が入航できるように設計されており、液化天然ガス、ディ
ーゼル、ガソリンなどをはじめ、多種多様な貨物を取り扱うことが
できます。また、ディンブー工業団地の入居企業は、液体専用の共
有桟橋を使用することができる上、条件、手続き等を満たし、承認
が得られた場合には、船舶から直接工場へ、工業団地のパイプライ
ンを経由し繋げることも可能となっています。

◆ラックフェン国際港
現在、建設中のラックフェン国際港は、年々拡大する貨物需要や海
運市場で求められる船舶の大型化に対応するのが目的で2017
年の開港に向け建設が進められています。最初に完成する2バー
スのターミナルは、幅160m、水深14m、長さ3,200mの水路を
有し、100,000DWT級の船舶が停泊できるように設計されてお
り、大型国際コンテナ船が入港できるようになり、ベトナムの経済
発展の促進と国際競争力の強化に非常に重要な役割を担う港湾
となります。また、ラックフェン国際港に至るアクセス道路・橋梁は、
三井住友建設をはじめとした共同企業体で建設が進められており
、全長5．4kmを超える海上橋梁はベトナムで最長となります。ま
た、ベトナムで初めての桁施工法となるスパンバイスパン工法、2
例目となる鋼管矢板基礎工法等、日本の先端技術が活用されてい
ます。 

◆立地
ディンブー工業団地は、ハイフォン市中心部から7km、ディン
ブー港とは直結、カットビ空港（国際線化予定）から2kmと非常
に便利な立地となっています。また、12月5日にはハノイ-ハイ
フォン高速道路が開通し、ハノイまでの所要時間が大幅に短縮
された上、その高速道路の出口がディンブー工業団地に隣接し
ており、アクセスが非常に良い点が特徴です。また、2017年
末に完成予定の大型深水港ラックフェン国際港から伸びる道
路に隣接しており、ほぼ直線3kmとなっていることから、物流
面で非常に有利な立地となっています。

◆電力
電力は、ベトナム電力公社（EVN）から220KV、地方電力会社
から110KVの供給を受け、22KVに変電されディンブー工業
団地変電所に配電されています。また、地下ケーブルを通じて
各入居企業へ送電されており、停電や気候変動などによる影響
も少なく、安定的に電力供給が行われています。

◆給水/排水
給水能力は、1日40,000㎥で、その半分は浄水場でろ過処理
済みの水と残りは河川水をろ過した原水となっており、地下の
パイプを通じて各企業へ給水されます。各企業の排水は工業
団地内の施設で適切に処理され、総排水能力は、1日20,000
㎥となっています。

◆防火設備
港に隣接していることから石油化学工場などが多いため、防火

◆カットビ国際空港
カットビ国際空港は2016年5月に国際線を開港する予定とされ
ています。現在、新滑走路、新ターミナル、新コントロールタワー
の建設が進められており、開港後は、日本、韓国、香港、台湾、タイ、
シンガポールなどの主要国への直行便が検討されています。
 

◆感想
ハイフォン市は、ベトナム北部の玄関口として、国際競争を勝ち抜
くために陸・海・空の交通・物流ネットワークを国際化・近代化し、今
後、飛躍的に発展する可能性を秘めています。また、中国からのア
クセスが良く、人件費が安く、若くて優秀な人材が豊富なことから
、チャイナプラスワンとしても魅力的な都市だと感じます。さらに、
海事・海洋を専門とする海事大学をはじめ、ハイフォン人民大学、
ハイフォン大学、職業訓練学校などの教育機関も充実しており、専
門知識を持った若くて優秀な人材が豊富です。
ディンブー工業団地は、ハイフォン市内から車で僅か20分程度
の距離で通勤に非常に便利です。ハイフォン市が運営に携わって
いることに加え、9月からは日本人担当者が新たに加わり、初めて
の海外進出として申し分ない体制が整っている工業団地です。特
に石油化学工業、鉄鋼加工業、造船業、機械・重機製造、物流の関
連企業にとっては、最も優良な投資環境と言えるのではないでし
ょうか。
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住所：5F, Harbour View Office Tower, 
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TEL：+84-313-836-169 / FAX：+84-313-859-130
Email：info@dinhvu.com
URL：http://dinhvu.com/
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